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栃木県公共事業再評価 概要書
【県土整備部 道路事業】

くげた てらうち



Ⅰ 事業の概要

【現況】
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令和２年度～令和９年度目標事業期間
（変更前）

令和元年度 新規事業評価
令和２年度 用地調査･用地取得等に着手
令和３年度 工事着手
令和８年度 再評価（今回）

事業経過

49.0（37.0）億円
［ 3.5（ 3.5）億円］

※（ ）は前回評価時

全体事業費
［うち用地補償費］

Ｌ＝4,100m
［Ｌ＝ 0m］

事業延長
［うち整備済延長］

基準年次：【令和８年度末時点】
費用 進捗率

既投資事業費 35.0億円 71％
［うち用地補償費 3.5億円 100％］

進捗率

一般国道294号は、常磐自動車道谷和原ICと東北自動車道矢板IC
を結ぶ高規格道路「常総･宇都宮東部連絡道路」の一部を構成する
広域道路である。

本工区北側では、国道408号真岡南バイパスが令和８年７月11日
に完成４車線で供用開始したところであり、引き続き本事業区間に
おいても４車線化を図ることで、地域間の連携･交流の強化や産業
活動の支援等を図るものである。

【目的】 【事業概要図】

真岡南バイパス
L=3,500m

（R8.7.11供用開始）

寺内工区
L=1,700m

（R8～交付金）

（計画）

（現況）
22.0m

2.0m 2.1m3.2m3.2m 2.5m 2.5m6.5m

3.25m 3.25m

歩道 植樹帯 路肩 車道（２車線） 路肩 歩道植樹帯

路肩 路肩



Ⅰ 事業の概要
【箇所の概要】
Ⅰ 事業の概要
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事業箇所

事業済箇所

凡例

事業位置

近隣事業
常総･宇都宮
東部連絡道路

一般国道294号 二宮拡幅
真岡市久下田～寺内

R2~R9（予定）
Ｌ=4,100ｍ

茨城県筑西市

栃木県真岡市

至 常磐自動車道
谷和原IC

至 東北自動車道
矢板IC

一般国道408号
真岡南バイパス

Ｌ=3,500ｍ
（R8.7.11供用開始）

一般県道物井寺内線
寺内工区

Ｌ=1,700ｍ
（R8～交付金）

道の駅
にのみや

寺内南
交差点

主要渋滞箇所



【今後の事業進捗の見込み】
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Ⅱ 事業の評価

【全体事業費の見直し】

37.0億円 ⇒ 49.0億円（＋ 12.0億円）事業費

33.5億円 ⇒ 45.5億円（＋ 12.0億円）

3.5億円 ⇒ 3.5億円（± 0）

工事費

用地補償費

内

訳

前回計画
(R6年度)

今回計画
(R8年度)

１ 費用対効果分析結果

２ 事業の整備効果等
• 広域的な交流・連携の促進と地域の産業支援
• 渋滞緩和による交通円滑化
• 災害時の救援活動や物資輸送に資する緊急輸送道路としての機能強化

【事業の投資効果】

総費用（Ｃ）総便益（Ｂ）Ｂ／Ｃ

53億円198億円3.8（１）事業全体

11億円198億円17.8（２）残事業

・総事業費の見直し
37.0億円 ⇒ 49.0億円

・事業期間の見直し
令和９年度 ⇒ 令和９年度



Ⅱ 事業の評価
【事業の進捗状況等】 ※令和８年度末時点

５

【コスト縮減等】

【事業の対応方針（案）】
• 本計画で事業を継続する。

２ 今後の事業進捗の見込み
• 工事を推進し、令和９年度を目標に事業完了を

図る。

１ 事業の進捗状況
• 全体事業進捗率 ７１％

用 地 １００％
工 事 ６９％

２ 代替案立案等の可能性
• 必要な事業用地は、現時点で100％取得済みであ

り、工事も一部実施していることから、代替案立
案は困難である。

１ コスト縮減方策
• 再生材の利用や建設発生土の公共工事間流用に

努め、コスト縮減を図る。
• 道路法面について、ライフサイクルコストの観

点から、防草コンクリートを採用することで、
維持管理費用の縮減を図る。

整備前 整備中(R8.4)

改良前の横断面
改良後の横断面


